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○
未
来
に
つ
な
げ
る
集
大
成
の
４
年

　
新
た
な
町
長
の
任
期
（
12
月
7
日
～
）
の
幕

開
け
を
受
け
て
開
会
し
た
、
平
成
29
年
の
第
４

回
定
例
会
。
冒
頭
で
６
期
目
に
臨
む
相
川
町
長

よ
り
「
10
年
後
の
ま
ち
づ
く
り
を
想
定
し
た
、

集
大
成
の
４
年
間
に
し
た
い
。」
と
、
所
信
表

明
が
あ
り
、
続
い
て
上
程
さ
れ
た
議
案
説
明
の

後
に
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
（
Ｐ
５
～
Ｐ
９
）
で
は
２
人
の
議

員
が
、
選
挙
公
約
に
掲
げ
た
「
子
育
て
支
援
政

策
」
や
「
格
安
住
宅
の
提
供
」、「
住
宅
地
の
整

備
」
や
「
農
業
振
興
策
」
な
ど
の
幅
広
い
分
野

か
ら
質
問
を
投
げ
か
け
、
今
後
の
道
筋
に
関
し

て
、
一
部
分
で
は
明
確
な
答
弁
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
続
い
て
２
人
の
議
員
か
ら
は
、「
成

田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
」
に
関
す
る
質
問

と
、
町
が
11
月
に
公
表
し
た
「
芝
山
町
全
域
整

備
方
針
図
」に
関
係
し
た
質
問
が
浴
び
せ
ら
れ
、

　平成29年芝山町議会第４回定例会が、12月12
日から15日まで４日間の会期で開かれました。
　町長から提出された５議案を審議した結果、全
て原案のとおり可決しました。また、今定例会ま
でに受付した「受動喫煙条例の制定」に関する陳
情２件は審議の結果「不採択」となりました。

議
場
で
は
制
限
時
間
い
っ
ぱ
い
ま
で
、
白
熱
し

た
舌
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
２
日
目
に
開
か
れ
た
総
務
常
任
委
員
会
（
Ｐ

11
）
で
は
、
議
長
か
ら
の
付
託
を
受
け
た
「
芝

山
町
受
動
喫
煙
防
止
条
例
」
と
「
千
葉
県
受
動

喫
煙
防
止
条
例
」
の
早
期
制
定
を
要
望
す
る
２

つ
の
陳
情
が
審
議
さ
れ
ま
し
た
。
会
議
は
、
趣

旨
説
明
を
受
け
た
後
、
各
委
員
か
ら
の
意
見
を

求
め
な
が
ら
審
査
を
進
め
「
国
や
県
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
が
賢
明
と
思
わ

れ
る
。
現
時
点
で
の
条
例
制
定
は
時
期
尚
早
で

あ
る
。」
と
の
判
断
か
ら
、
２
つ
の
陳
情
は
共

に
賛
成
者
な
し
に
て
「
不
採
択
」
と
の
意
見
集

約
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
最
終
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
上

程
さ
れ
た
５
つ
の
議
案
採
決
に
続
い
て
、
総
務

常
任
委
員
長
が
審
査
報
告
を
行
っ
た
後
、
陳
情

の
採
択
に
関
す
る
採
決
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、

２
つ
の
陳
情
は
賛
成
者
な
し
に
て
「
不
採
択
」

と
な
り
、
全
て
の
日
程
を
終
了
し
ま
し
た
。

【
本
会
議
で
の
質
疑
】

問

（
岩
澤
議
員
）　

一
般
会
計
補
正
予
算
の
中

で
、
児
童
福
祉
費
の
管
外
保
育
委
託
料
を
増
額

す
る
理
由
は
？

　

町
に
転
入
さ
れ
た
２
名
の
方
が
継
続
し
て

町
外
（
転
入
前
）
の
保
育
所
へ
の
入
所
を
希
望

し
た
た
め
。

問

（
岩
澤
議
員
）　

芝
山
町
内
の
保
育
所
へ
の

入
所
案
内
は
し
な
か
っ
た
の
か
？

年度内に撤去されるアーチ看板（殿部田地先）

【 表　紙（成人式） 】
中学２年の合唱祭で心を震わせながら歌っ
た「手紙～拝啓15の君へ～」。この曲の歌
詞と同じように、未来の自分に宛てた手紙
を書いたんだよね。ちょっと照れくさいけど、
成人式の今日、あの時の純粋で素直な自
分に会えて本当に良かった。先生ありがとう
ございました。宝物がまた一つ増えました。

答
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入
所
を
希
望
す
る
子
ど
も
の
年
齢
枠
に
空

き
が
な
か
っ
た
た
め
。

問

（
岩
澤
議
員
）　

ア
ー
チ
看
板
撤
去
工
事
費

が
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
が
、
撤
去
後
、
新
た
に

設
置
す
る
考
え
は
あ
る
の
か
。

　　
設
置
予
定
は
な
い
。

（
岩
澤
議
員
）　

観
光
政
策
を
充
実
さ
せ
る
意

味
か
ら
も
、
代
替
案
を
ご
検
討
願
い
た
い
。

問

（
小
嶋
議
員
）　

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
の
中
で
、
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
補
助
金

の
内
容
を
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

　　
介
護
サ
ー
ビ
ス
料
の
本
人
負
担
は
１
割
で

す
が
、
同
じ
月
に一
定
額
を
超
え
た
場
合
、
申
請

に
よ
り
補
助
金
を
支
出
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。

○主な補正内容
　・総務管理費（ふるさと納税業務委託料）
　　　　…………………………… 1億2,522万円
　・総務管理費（ふるさと芝山応援基金積立金）
　　　　………………………………   6,638万円
　・徴税費（レジスター購入）
　　　　………………………………   14万4千円
　・戸籍住民基本台帳費（レジスター購入）
　　　　………………………………   14万4千円

　・社会福祉費（自立支援事業）
　　　　……………………………… 945万3千円
　・児童福祉費（管外保育委託料）
　　　　……………………………… 135万4千円
　・農業費（機構集積協力金）
　　　　………………………………　99万5千円
　・商工費（アーチ看板撤去工事）
　　　　……………………………… 734万4千円

議案第３号「一般会計補正予算」 町民税務課窓口にレジスター導入

一般質問の答弁で選挙公約の実現に向けた今後の道筋を説明する相川町長

用語解説
【所信表明】自分の信じるところや信念を発表すること。
【管外保育】在住する市区町村以外の保育所（園）で保育を行うこと。
【 請願と陳情】「請願」は、日本国憲法第16条に認められた国民の権利の一つで、国

又は地方公共団体の機関に対し、文書により希望や要望を申し出るものです。議会に
請願を提出する場合は、地方自治法の規定により、議員の紹介が必要となります。

　 「陳情」は、請願のように憲法に保障された権利ではなく、国又は地方公共団体の機
関に対し、実情を述べ適切な措置を要望することをいいます。議会への提出にあたっ
て議員の紹介は必要ありません。

答答

答

町民サービスに
２億２,０１６万円を追加

12月
議 会
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（議長は採決に加わりません）賛成…○　反対…×　欠席…欠　退席…退

平成29年第４回芝山町議会定例会・議案審議結果（Ｈ29.12.15議決）

議案 
番号

件名と主な内容 

（件名は一部省略しています）

議席
番号 ①②③④⑤⑥⑦⑨⑩⑪⑫

⑧
議
長

議
決
結
果

坂
井 

慶
子

實
川 

嘉
一

麻
生 

孝
之

岩
澤 

達
弥

伊
藤 　
栄

伊
橋 
寿
夫

小
嶋 

秀
樹

石
田 

謙
一

内
田 

白
民

平
山 　
弘

川
口 

幸
雄

戸
井 

沢
夫

第 1 号
専決処分の承認・・・平成29年9月28日の衆議院
解散による総選挙の実施に伴う予算を専決処分し
たので、報告し議会の承認を求めるもの。

可決 
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第２号
芝山町道の路線認定・・・小池３地区において農
道５号線として管理してきた道路の道幅を拡幅し、
新たに町道3BL-0205号線として認定するもの。

可決 
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第３号

平成29年度一般会計補正予算（第３号）
ふるさと納税業務委託料やふるさと芝山応援基金
積立金、管外保育委託料、アーチ看板撤去工事費
など、合計2億2,016万3千円を追加し、補正後の
総予算額を55億2,862万5千円とするもの。

可決 
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第４号

平成29年度国民健康保険特別会計補正予算（第
２号）・・・一般高額療養費や一般被保険者保険
税還付金、国保基盤安定負担金返還金など、合計
163万6千円を追加し、補正後の総予算額を12億
8,149万6千円とするもの。

可決 
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第５号
平成29年度介護保険特別会計補正予算（第２号）
介護保険法改正対応支援業務やシステム改修業務
委託料などの合計5,241万9千円を追加し、補正後
の総予算額を6億3,462万円とするもの。

可決 
賛（11）
否（ 0 ）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

陳情 
第１号

住民の健康増進と2020東京オリンピック・パラリ
ンピックにむけて受動喫煙防止条例の早期制定を
求める陳情書
陳情者　スモークフリーキャラバンの会「スモー
クフリーキャラバンin千葉」中村克弘

不採択 
賛（ 0 ）
否（11）

× × × × × × × × × × × －

陳情 
第２号

「千葉県受動喫煙防止条例の早期制定を求める意
見書」の提出を求める陳情
陳情者　タバコ問題を考える会・流山世話人　丸
山 純

不採択 
賛（ 0 ）
否（11）

× × × × × × × × × × × －

最終日の本会議で行われた議案の採決
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　伊橋 寿夫議員（３回／地方自治研究会）

　岩澤 達弥議員（２回／平成会）

私
た
ち
が
、町
政
を
問
う
。

選
挙
公
約
実
現
ま
で
の
道
筋
、
農
業
振
興
政
策
、
成
田
空
港
機
能
強
化
対
策
、
生
活
道
路
問
題
、
重
大
イ
ン
シ
デ
ン
ト

用語解説
【一般質問】議員が提出議案とは関係なく、
芝山町の行政事務全般について執行機関に対
して口頭で見解を求めるもので、原則として
定例会で認められ、通告制となっている。

　實川 嘉一議員（１回／創芝会）

　坂井 慶子議員（１回／創芝会）

（　　）内は当選回数と所属会派名
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坂井 慶子議員

を
し
て
い
き
ま
す
。

子
育
て
の
環
境
を
整
え
る

と
い
う
こ
と
は
同
世
代
の

親
同
士
、
子
供
同
士
の
人
間
関

係
を
良
く
す
る
意
味
も
あ
る
。

や
が
て
は
そ
れ
が
学
校
へ
上

が
っ
て
い
き
、
教
師
、
生
徒
、

親
が
三
位
一
体
と
な
る
よ
う

な
、
子
供
達
に
と
っ
て
よ
り
良

い
学
校
教
育
環
境
に
も
つ
な
が

る
と
思
う
が
。

 【
町
長
】
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
は
や
は
り
人
づ
く
り

だ
と
考
え
る
。
教
育
現
場
と
も

密
接
な
議
論
を
し
な
が
ら
取
り

組
み
た
い
。

幼
児
教
育
を
保
育
サ
ー
ビ

ス
に
取
り
入
れ
る
と
い
う

点
で
英
語
学
習
を
考
え
て
い
る

よ
う
だ
が
、
ま
ず
は
母
国
語
で

も
あ
る
日
本
語
を
し
っ
か
り
と

身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
も
重
要

だ
と
思
う
。
絵
本
の
読
み
聞
か

せ
や
色
々
な
世
代
間
の
交
流
も

欠
か
せ
な
い
と
思
う
が
ど
う

か
。 【

町
長
】
ま
ず
は
母
国
語

を
し
っ
か
り
と
学
ぶ
こ
と

が
基
本
だ
と
思
う
。
し
か
し
、

こ
れ
か
ら
の
様
々
な
国
際
的
な

文
化
交
流
を
考
え
れ
ば
英
語
は

必
須
で
あ
る
の
で
、
早
い
段
階

で
英
語
を
含
め
た
外
国
語
と
触

れ
合
え
る
遊
び
な
ど
を
、
現
場

の
保
育
士
と
も
相
談
を
し
な
が

ら
取
り
入
れ
て
い
き
た
い
。

保
育
所
の
老
朽
化
に
よ
る

建
て
替
え
の
問
題
。
検
討

委
員
会
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
な

人
選
で
行
う
の
か
。
ま
た
、
来

年
度
当
初
予
算
に
関
連
予
算
は

計
上
す
る
の
か
。

 【
町
長
】
平
成
30
年
度
中

に
は
検
討
委
員
会
を
立
ち

上
げ
る
。
そ
の
中
で
保
育
所
の

統
合
や
場
所
、
適
正
な
規
模
、

今
後
の
子
育
て
支
援
の
あ
り
方

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た

い
。
検
討
委
員
会
に
係
る
予
算

も
計
上
し
た
い
。

 【
福
祉
保
健
課
主
幹
】
人

選
に
つ
い
て
は
こ
れ
か
ら

協
議
を
し
て
検
討
し
ま
す
。

平
成
28
年
度
か
ら
新
た
に

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
事
業
と
い
う
位
置
づ
け

で
、
切
れ
目
の
な
い
、
よ
り
き

め
細
や
か
な
取
り
組
み
が
推
進

さ
れ
て
い
る
。
平
成
32
年
ま
で

を
目
標
と
し
て
い
る
が
、
新
た

な
取
り
組
み
計
画
は
あ
る
か
。

 【
町
長
】
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
を
開
設
で
き
る
施

設
を
新
た
に
増
設
し
た
い
と
考

え
て
い
る
。
今
後
支
援
セ
ン

タ
ー
の
建
設
計
画
を
策
定
し
、

そ
の
中
で
あ
わ
せ
て
病
後
児
保

育
が
で
き
な
い
か
、
検
討
す
る

こ
と
を
今
、
担
当
課
に
投
げ
か

け
て
い
る
。

 【
福
祉
保
健
課
主
幹
】
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
郡
内
で
も
開
設
さ
れ

て
い
る
市
も
あ
る
が
、
専
属
の

看
護
師
や
専
用
の
部
屋
な
ど
も

必
要
に
な
る
の
で
、
今
後
協
議

保
育
や
教
育
の
現
場
で

働
く
人
や
、
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
、
若
い
世
代
に
向

け
た
格
安
住
宅
の
提
供
と

は
。 【

町
長
】
今
後
、
空
港

会
社
や
他
の
事
業
者
と

の
話
し
合
い
や
土
地
取
得
の

問
題
等
、
し
ば
ら
く
時
間
は

か
か
る
が
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
よ
う
な
方
々
で
も
安
心
し

て
こ
の
町
に
住
ん
で
も
ら
え

る
状
況
を
作
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。選

挙
中
、
は
に
わ
台
の
買

い
物
の
不
便
さ
を
改
善
す

る
方
策
に
触
れ
て
い
た
が
、
具

体
的
な
内
容
は
ど
ん
な
も
の

か
。 【

町
長
】
第
３
風
和
里
を

改
善
さ
せ
、
野
菜
や
弁
当

が
買
え
る
自
動
販
売
機
を
置
く

こ
と
を
検
討
中
。
ま
た
、
定
期

的
に
ワ
ゴ
ン
車
を
出
し
、
風
和

里
本
店
に
来
て
頂
く
考
え
も
あ

る
。
あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
も
一

台
増
や
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
利

用
し
て
頂
き
た
い
。

坂井　慶子 議員一般質問

保健センター内に設置されている子育て支援センター

選
挙
公
約
を
問
う
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實川 嘉一議員

芝
山
千
代
田
駅
周
辺
や
、

芝
山
小
学
校
前
を
整
備

し
、
新
た
な
住
宅
用
地
や
環
境

の
整
備
を
す
る
と
約
束
し
た

が
、
事
業
着
手
ま
で
相
当
期
間

必
要
で
あ
り
、
成
田
空
港
の
機

能
強
化
が
合
意
さ
れ
て
い
な
い

中
、
任
期
４
年
間
で
行
う
具
体

的
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。

 【
町
長
】
ま
ず
先
行
し
て

空
港
用
地
と
な
る
町
民
の

方
々
の
移
転
先
を
整
備
す
る
。

芝
山
町
の
将
来
構
想
の
中
で
の

芝
山
町
全
域
整
備
方
針
図
（
素

案
）
を
策
定
し
た
。

空
調
器
具
電
気
代
補
助
、

ご
み
袋
購
入
費
用
の
還
元

に
つ
い
て
具
体
的
に
約
束
し
た

が
、
実
施
時
期
、
対
象
人
数
、

予
算
額
、財
源
を
示
さ
れ
た
い
。

 【
町
長
】
空
調
器
具
電
気

代
補
助
は
約
１
，
２
０
０

か
ら
１
，
3
０
０
戸
、
約
４
，

９
０
０
万
円
の
増
額
、
固
定
資

産
税
の
補
助
は
約
３
，
４
０
０

万
円
増
額
さ
れ
る
と
見
込
ま
れ

る
。
空
港
周
辺
対
策
交
付
金
を

財
源
と
し
た
い
。
ご
み
袋
購
入

費
用
の
還
元
に
つ
い
て
は
手
法

を
検
討
中
で
あ
り
、
平
成
30
年

度
よ
り
実
施
。

あ
い
あ
い
タ
ク
シ
ー
の
増

車
と
土
日
運
行
を
約
束
し

た
が
、運
行
内
容
は
わ
か
ら
ず
、

使
い
勝
手
が
良
い
と
は
言
え
ま

せ
ん
。
利
用
状
況
、
今
後
の
具

体
的
内
容
を
示
さ
れ
た
い
。

 【
町
長
】
1
台
増
車
し
、

土
日
運
行
は
、
病
院
が
開

い
て
い
る
土
曜
日
の
試
験
運
行

を
平
成
30
年
度
よ
り
実
施
調

整
。
運
行
内
容
に
つ
い
て
は
、

随
時
改
定
し
広
報
等
で
周
知
。

清
潔
で
透
明
な
町
政
を
と

20
年
前
町
長
選
挙
に
立
候

補
さ
れ
ま
し
た
。多
選
批
判
に
、

問
題
は
腐
敗
や
マ
ン
ネ
リ
化
と

回
答
し
て
い
ま
す
。
腐
敗
は
あ

り
ま
せ
ん
が
マ
ン
ネ
リ
化
は
疑

問
で
す
。
町
長
は
町
内
く
ま
な

く
訪
問
し
町
民
の
思
い
を
感
じ

た
と
思
い
ま
す
が
、
職
員
も
出

向
く
体
制
を
作
り
、
町
民
の
意

見
を
町
政
に
反
映
す
べ
き
と
考

え
る
が
。

 【
町
長
】地
方
行
政
に
と
っ

て
一
番
大
切
な
の
は
、
住

民
の
声
に
耳
を
傾
け
て
、
そ
れ

を
町
政
に
生
か
し
て
行
く
事
で

あ
り
、
私
の
政
治
哲
学
で
す
。

思
い
は
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

谷
間
地
区
に
騒
防
法
第
一

種
並
み
の
防
音
対
策
を
掲

げ
て
い
ま
す
が
、
９
月
議
会
で

「
現
行
案
よ
り
も
、
で
き
れ
ば

實川　嘉一 議員 一般質問

芝山鉄道千代田駅周辺「提供 国土地理院」

改
善
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。」

と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、
具

体
策
は
考
え
て
い
る
か
。

 【
町
長
】
谷
間
地
区
に
騒

防
法
第
一
種
並
み
の
防
音

対
策
の
実
施
は
一
つ
の
成
果
で

あ
り
、
今
後
は
、
内
窓
の
設
置

を
強
く
要
望
す
る
。

農
業
者
を
対
象
と
し
た
農

業
振
興
へ
の
補
助
金
の
充

実
と
掲
げ
て
い
ま
す
が
、
具
体

的
内
容
は
。

 【
町
長
】
町
単
独
の
農
業

振
興
に
関
す
る
補
助
制

度
を
総
合
的
に
見
直
し
、
認
定

農
業
者
に
対
す
る
農
業
機
械
・

育
苗
ハ
ウ
ス
に
係
る
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
補
助
制
度
を
新

設
。
農
地
の
集
積
と
有
効
活
用

の
推
進
を
図
る
た
め
、
町
農
地

流
動
化
推
進
事
業
を
活
用
し
、

担
い
手
を
支
援
す
る
。
制
度
改

正
が
見
込
ま
れ
る
水
稲
関
係
の

補
助
金
に
対
応
す
る
た
め
に
、

町
転
作
達
成
報
償
費
を
前
年
同

様
に
確
保
。

芝山小学校周辺「提供 国土地理院」

農
業
機
械
・
育
苗
ハ
ウ
ス
の
補
助
金
新
設

相
川
町
長
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト

平
成
30
年
度
よ

り
ご
み
袋
購
入

費
用
還
元
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岩澤 達弥　議員

騒
特
法
防
止
特
別
地
区
の

拡
大
に
よ
り
集
落
分
断
が

解
消
さ
れ
る
地
区
が
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
解
消
し
き
れ
な
い
地

区
も
残
り
ま
す
。
何
地
区
、
何

世
帯
あ
る
の
か
。

【
町
長
】
現
時
点
で
回
答

す
る
こ
と
は
困
難
で
す
の

で
答
弁
は
控
え
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

数
世
帯
残
さ
れ
て
も
集
落

機
能
は
維
持
で
き
ま
せ

ん
。
こ
の
数
世
帯
に
は
必
ず
対

応
、対
策
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
新
た
な
制
度
も

含
め
模
索
し
た
い
。

移
転
対
象
か
ら
外
れ
た
世

帯
は
100
対
０
で
表
現
さ
れ

て
い
る
が
、
仮
に
100
対
80
、
更

に
100
対
60
と
い
っ
た
制
度
を
導

入
し
補
償
対
象
と
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

【
町
長
】 

100
分
の
80
で
移

転
で
き
る
は
ず
が
あ
り
ま

せ
ん
。
100
分
の
60
で
移
転
で
き

る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

以
外
の
地
域
振
興
策
、
環
境
対

策
な
ど
を
お
示
し
し
た
い
。

千
葉
県
は
説
明
の
中
で
拡

大
す
る
防
止
特
別
地
区

で
、
町
内
移
転
を
希
望
す
る
世

帯
は
対
象
と
す
る
と
し
た
よ
う

だ
が
、
事
実
か
。

【
町
長
】
そ
の
よ
う
な
説

明
は
全
く
行
っ
て
お
り
ま

せ
ん
。【

企
画
政
策
担
当
課
長
】

議
事
録
を
確
認
し
ま
し
た

が
そ
の
様
な
言
い
回
し
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。　

町
民
の
悲
願
で
も
あ
る
芝

山
鉄
道
が
伸
び
て
い
な
い

の
は
な
ぜ
か
。

【
町
長
】
利
用
状
況
と
費

用
対
効
果
か
ら
鑑
み
、
ほ

か
に
優
先
す
べ
き
整
備
事
業
を

推
進
す
る
こ
と
が
最
良
と
考
え

て
い
ま
す
。

新
規
整
備
路
線
ま
た
は
整

備
強
化
路
線
の
事
業
主
体

は
ど
こ
か
。

【
町
長
】
そ
れ
ぞ
れ
の
路

線
ご
と
の
協
議
が
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
詳
細
に
回
答
は
で

き
ま
せ
ん
。

移
転
候
補
地
の
旧
菱
田
小

学
校
周
辺
は
現
在
騒
音
下

で
す
。
機
能
強
化
の
完
成
で
Ｂ

滑
走
路
が
南
側
に
飛
ば
な
く
な

る
ま
で
は
新
た
な
住
宅
は
建
て

ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】 

旧
菱
田
小
学
校

よ
り
西
側
は
航
空
機
騒
音

防
止
地
区
の
指
定
を
受
け
て
い

ま
せ
ん
の
で
、
建
築
制
限
を
受

け
る
地
域
に
は
な
っ
て
い
ま
せ

ん
。

町
内
の
道
路
で
セ
ン
タ
ー

ラ
イ
ン
や
外
側
線
が
い
た

る
と
こ
ろ
で
消
え
て
い
て
夕
暮

れ
時
な
ど
通
行
に
危
険
が
伴
い

ま
す
。
早
急
に
対
処
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
町
長
】
安
全
な
通
行
が

確
保
さ
れ
る
よ
う
に
適
切

な
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

【
地
籍
建
設
担
当
課
長
】

主
要
幹
線
道
路
を
中
心

に
優
先
順
位
を
見
極
め
実
施
し

て
い
き
た
い
。

道
路
に
は
み
出
し
た
樹
木

や
枝
で
通
行
に
支
障
を
き

た
し
て
い
ま
す
。
補
助
制
度
な

ど
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

【
町
長
】
各
地
区
に
交
付

し
て
い
る
環
境
整
備
費
を

有
効
活
用
し
て
い
た
だ
き
道
路

環
境
整
備
に
協
力
い
た
だ
き
た

い
。

岩澤　達弥 議員一般質問

町
全
域
整
備
方

針
図
？

機
能
強
化
は
町
民
の
一
大
関
心
事
‼
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伊橋 寿夫　議員

機
能
強
化
策
の
完
成
ま
で

に
は
、
騒
音
負
担
の
多
い

と
思
わ
れ
る
Ａ
滑
走
路
の
隣
接

地
域
に
対
し
て
の
補
償
と
対
策

は
。【

町
長
】
第
３
滑
走
路
が

共
有
さ
れ
る
ま
で
は
、
現

在
運
行
時
間
を
12
時
ま
で
、
更

に
10
時
台
の
便
数
制
限
の
廃
止

が
提
案
さ
れ
、
運
用
便
数
も
多

く
な
る
と
考
え
ま
す
。
今
後
は

低
騒
音
機
の
導
入
等
で
騒
音
被

害
が
少
な
く
な
る
と
言
う
事
な

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
騒
音
対
策

を
維
持
し
て
い
く
旨
を
要
望

し
、
私
の
公
約
で
も
あ
る
民
家

防
音
空
調
維
持
管
理
補
助
金
の

増
額
、
ま
た
固
定
資
産
税
に
つ

い
て
は
現
行
の
４
割
か
ら
８
割

の
補
助
を
交
付
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

民
家
防
音
工
事
に
対
す
る

対
策
も
初
回
公
示
日
か
ら

既
に
40
年
近
く
経
過
し
て
お

り
、
現
行
の
法
律
、
条
例
で
は

改
築
、
リ
フ
ォ
ー
ム
に
対
し
て

の
対
策
が
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ

か
ら
の
対
策
と
し
て
、
既
存
住

宅
の
改
築
（
リ
フ
ォ
ー
ム
）
及

び
増
築
等
に
対
し
て
も
現
行
同

様
の
対
策
を
執
る
べ
き
と
考
え

る
が
。 

【
町
長
】
既
存
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、

現
在
の
と
こ
ろ
補
助
、
対
策
は

あ
り
ま
せ
ん
が
今
後
は
、
木
造

住
宅
耐
震
改
修
工
事
費
補
助
金

と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
、

民
間
防
音
工
事
補
助
金
と
は
別

に
、
生
活
環
境
の
向
上
を
図
っ

て
い
る
自
治
体
の
制
度
等
を
調

査
さ
せ
て
頂
き
、
当
町
に
な
じ

む
制
度
を
研
究
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

騒
音
測
定
に
お
い
て
、
担

当
課
と
し
て
は
Ｎ
Ａ
Ａ
の

デ
ー
タ
を
参
考
に
し
て
い
る
と

思
う
が
、
騒
音
軽
減
に
向
け
て

の
低
騒
音
機
へ
の
導
入
の
推
移

は
も
と
よ
り
、
風
向
き
等
に
よ

る
飛
行
航
路
、
ま
た
大
型
機
の

単
発
騒
音
、
そ
の
詳
細
に
つ
い

て
ど
の
程
度
、
把
握
し
て
い
る

の
か
。

伊橋　寿夫 議員 一般質問

騒
防
法
第
一
種
地
域
に
対
す
る
民
家
防
音
工

事
の
住
宅
改
築
併
行
防
音
工
事
に
つ
い
て

航
空
機
騒
音
測
定
・
カ
ー
フ
ュ
ー
等

に
つ
い
て

【
町
長
】
成
田
空
港
周
辺

で
は
航
空
機
騒
音
測
定
局

を
１
０
２
ヶ
所
設

置
し
て
お
り
、

日
々
の
騒
音
デ
ー

タ
を
測
定
し
て
お

り
ま
す
。
直
近
の

測
定
結
果
、
平
成

28
年
度
の
概
要

は
、
全
て
の
測
定

局
に
お
い
て
騒
防
法
の
基
準
を

満
た
し
て
い
る
と
認
識
し
て
お

り
ま
す
。

カ
ー
フ
ュ
ー
等
の
実
況
状

況
は
Ｎ
Ａ
Ａ
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
弾
力
的
運
用
の
詳
細

を
速
報
と
し
て
提
示
し
て
お
り

ま
す
が
、
あ
く
ま
で
や
む
を
得

な
い
事
由
に
よ
り
発
生
し
た
理

由
の
み
で
、
そ
れ
以
外
、
航
空

会
社
の
事
由
に
よ
る
詳
細
の
記

載
は
な
い
が
、
担
当
課
と
し
て

は
ど
の
様
に
把
握
し
て
い
る
の

か
伺
い
ま
す
。

【
企
画
政
策
担
当
課
長
】

カ
ー
フ
ュ
ー
の
弾
力
的
運

用
に
つ
い
て
は
、
平
成
29
年
9

月
末
ま
で
に
て
72
基
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
主
な
要
因
は
悪
天

候
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
有
識

者
に
よ
る
検
証
委

員
会
で
年
に
一
度

カ
ー
フ
ュ
ー
の
弾

力
的
運
用
に
つ
い

て
の
原
因
が
適
正

で
あ
る
か
検
証
し

精
査
し
て
お
り
ま

す
。

役場前の騒音測定器

Ａランを飛ぶ航空機

空
港
関
係
の
更
な
る
機
能
強
化
に

関
す
る
見
直
し
案
に
つ
い
て
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REPORT

全
員
協
議
会
レ
ポ
ー
ト

求
し
て
も
良
い
の
か
。

　 

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）
今
回
の
融
資
制

度
は
、
経
営
安
定
資
金
と
施
設
の
復
旧
資

金
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
復
旧
資
金
と
し

て
借
り
入
れ
た
場
合
の
利
子
補
給
と
な
る
。

○
ひ
こ
う
き
の
丘
ト
イ
レ
設
置
事
業

問

（
岩
澤
議
員
）
ひ
こ
う
き
の
丘
ト
イ
レ

関
係
で
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
い

な
い
が
、
完
成
後
の
利
用
時
間
は
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　

 

（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）
利
用
時
間
に
つ

い
て
は
、
早
急
に
課
内
で
検
討
し
決
定
し

た
い
。
で
き
る
か
ぎ
り
使
え
る
よ
う
に
は

し
て
い
き
た
い
。

（
岩
澤
議
員
）
早
急
に
課
内
で
検
討
し
て

ほ
し
い
。

○
道
路
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

問

（
平
山
議
員
）
坂
志
岡
の
坂
を
下
っ
た

先
で
、
道
路
に
隣
接
す
る
山
の
木
が
道
路

に
覆
い
か
ぶ
さ
り
、
反
対
側
ま
で
枝
が
伸

び
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
伐
採
等
に
つ
い

て
対
応
で
き
な
い
か
。

　 

（
地
籍
建
設
担
当
課
長
）
何
度
か
通
報

を
受
け
、
成
田
土
木
事
務
所
に
連
絡
し
て

い
る
。
成
田
土
木
で
も
手
は
だ
せ
な
い
状

況
で
あ
る
と
の
回
答
を
も
ら
っ
て
い
る
。

■ 

11
月
5
日

○
ふ
る
さ
と
納
税

問

（
岩
澤
議
員
）
返
礼
品
の
額
か
ら
逆
算

す
る
の
で
は
な
く
、
寄
付
す
る
側
の
立
場

に
な
っ
て
考
え
、
5
千
円
、
1
万
円
の
寄

付
で
い
く
ら
分
返
せ
る
か
を
検
討
し
て
は
。

　

 

（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
あ
ま
り
品
祖

な
物
は
お
返
し
で
き
な
い
と
い
う
考
え
の

も
と
、上
限
が
約
3
割
と
い
う
こ
と
か
ら
、

2
千
円
分
の
品
物
を
返
す
に
は
7
千
円
の

寄
付
と
い
う
よ
う
に
設
定
し
た
。

（
岩
澤
議
員
）
再
考
の
余
地
が
あ
る
の
で
あ

れ
ば
、
納
税
者
の
立
場
に
な
って
考
え
た
場

合
7
千
円
は
寄
付
し
づ
ら
い
と
思
う
。
返

礼
品
が
安
価
に
な
って
も
、
5
千
円
と
い
う

枠
を
作
っ
た
方
が
寄
付
し
や
す
い
と
思
う
の

で
、
も
う一度
協
議
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
台
風
被
害

問

（
平
山
議
員
）
台
風
21
号
の
被
害
に
関

し
て
は
、
県
か
ら
の
融
資
と
し
て
捉
え
て

よ
い
の
か
。

　 （
ま
ち
づ
く
り
課
長
）そ
の
と
お
り
で
す
。

問

（
平
山
議
員
）
台
風
被
害
か
ら
相
当
の

日
数
が
経
過
し
た
が
、
既
に
ハ
ウ
ス
の
補

修
を
実
施
し
た
場
合
な
ど
は
、
改
め
て
請

○
空
の
駅
周
辺
の
工
事
に
つ
い
て

問

（
内
田
議
員
）
空
の
駅
と
道
を
挟
ん
だ

Ｎ
Ａ
Ａ
用
地
で
工
事
が
進
ん
で
い
る
よ
う

だ
が
、
以
前
に
話
を
し
て
い
た
池
を
つ

く
っ
て
い
る
の
か
。

　 

（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
ア
グ
リ
パ
ー

ク
内
の
話
だ
と
思
う
が
、
池
の
設
置
は

バ
ー
ド
ス
ト
ラ
イ
ク
の
原
因
に
な
る
の
で

代
替
案
を
検
討
中
と
伺
っ
て
い
る
。
遊
歩

道
の
整
備
を
先
行
し
て
行
う
と
聞
い
て
い

る
の
で
、
そ
の
工
事
だ
と
思
わ
れ
る
。

■ 
12
月
８
日

○
第
４
回
定
例
会
提
出
議
案
に
つ
い
て

問

（
實
川
議
員
）
補
正
予
算
の
寄
付
金
に

関
連
し
、
12
月
よ
り
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼

品
が
変
更
に
な
っ
た
と
思
う
が
納
付
額
や

件
数
に
変
化
は
あ
る
の
か
。

　 

（
企
画
政
策
担
当
課
長
）
返
礼
率
を
５

割
か
ら
３
割
に
落
と
し
、
そ
の
結
果
12
月

１
日
以
降
、
前
年
比
で
10
分
の
１
く
ら
い

ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
件
数
は
12
月
７
日
現

在
で
１
８
６
件
で
す
。

問

（
實
川
議
員
）
農
業
費
の
機
構
集
積
協

力
金
は
、
農
地
中
間
管
理
機
構
に
集
積
し

た
の
か
と
推
測
さ
れ
る
が
内
容
は
。

 

　（
ま
ち
づ
く
り
課
長
）
農
地
中
間
管
理

機
構
の
関
係
で
す
。
内
容
は
、
耕
作
協
力

金
と
し
て
10
ａ
あ
た
り
１
万
円
、
経
営
転

換
協
力
金
に
つ
い
て
は
、
10
ａ
か
ら
１
０

０
ａ
未
満
で
１
戸
あ
た
り
３
万
円
。
１
０

０
ha
～
２
０
０
ha
未
満
で
１
戸
あ
た
り
50

万
円
の
枠
に
該
当
す
る
案
件
が
あ
る
。
合

わ
せ
て
92
万
円
を
計
上
し
、
集
積
協
力
金

に
つ
い
て
は
２
名
で
７
万
５
千
円
。
経
営

転
換
金
は
４
戸
で
92
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

○
そ
の
他
（
山
武
環
境
衛
生
組
合
へ
の
ご

み
の
持
込
に
つ
い
て
）

問

（
岩
澤
議
員
）
休
日
営
業
の
要
望
が
多

く
あ
る
が
、
月
に
1
度
で
も
土
曜
日
か
日

曜
日
の
営
業
要
望
に
応
え
て
も
ら
う
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

　 

（
町
長
）
構
成
団
体
で
組
織
す
る
全
員

協
議
会
等
で
協
議
し
て
み
る
。

　 

（
都
市
下
水
担
当
課
長
）
構
成
団
体
の

担
当
課
長
会
議
に
お
い
て
、
平
成
30
年
度

の
予
算
か
ら
月
１
回
の
日
曜
日
搬
入
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
た
め
の
予
算
を
計
上
し
た

い
、
と
い
う
話
が
あ
る
が
開
始
時
期
等
に

つ
い
て
は
、
第
２
日
曜
日
の
午
前
中
が
有

力
で
あ
る
見
込
み
で
す
。

　
平
成
29
年
11
月
５
日
と
12
月
８
日
に
開
催
さ
れ
た
全
員
協

議
会
で
の
質
疑
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

用語解説
【全員協議会】全員協議会とは、議案の審査や議会の運
営に関して、協議又は調整を行うための場として、芝山
町議会会議規則により設けられています。

答答

答答答

答

答 答 答 答

＆A
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REPORT

委員会レポート

■ 

12
月
13
日　
　
　
　

○
陳
情
第
１
号　
『
住
民
の
健
康
増
進
と

２
０
２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
む
け
て
受
動
喫
煙
防
止
条
例

の
早
期
制
定
を
町
に
求
め
る
陳
情
書
』

　
各
委
員
の
意
見

麻
生
議
員　

国
も
健
康
増
進
法
改
正
案
、

い
わ
ゆ
る
受
動
喫
煙
防
止
法
の
法
案
提
出

は
見
送
っ
て
お
り
足
踏
み
状
態
に
あ
る
。

た
ば
こ
税
と
い
う
税
収
面
も
考
慮
し
た
場

合
町
単
独
で
の
条
例
制
定
は
時じ

き
し
ょ
う
そ
う

期
尚
早
と

思
う
。

戸
井
議
員　
受
動
喫
煙
に
よ
る
健
康
被
害

と
い
う
部
分
は
否い

な
め
な
い
が
町
内
の
公
共

施
設
等
で
は
分
煙
も
徹
底
さ
れ
て
お
り
、

愛
煙
家
の
方
々
も
吸
わ
な
い
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
努
力
は
し
て
い
る
の
で
、
条
例

制
定
ま
で
の
必
要
性
は
な
い
と
感
じ
る
。

石
田
議
員　
陳
情
の
趣
旨
は
住
民
や
事
業

者
、
施
設
管
理
者
や
町
な
ど
が
受
動
喫
煙

を
防
止
す
る
た
め
の
役
割
を
明
確
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
。
町
内
で
の
機
運
が
高

ま
っ
た
時
に
考
え
れ
ば
良
い
。

岩
澤
議
員　

２
０
２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
に
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
競
技
開
催
市
町
村
で
も
あ
る

一
宮
町
か
ら
広
が
り
を
み
せ
る
の
が
通
常

だ
と
思
う
。

麻
生
議
員　
受
動
喫
煙
が
タ
バ
コ

を
吸
わ
な
い
人
に
与
え
る
影
響
と

い
う
の
は
十
分
に
理
解
で
き
た
。

ま
ず
は
、
で
き
る
範
囲
で
議
会
と

し
て
の
対
応
を
考
え
て
み
て
は
ど

う
か
。　

※ 

採
決
を
行
っ
た
結
果
賛
成
者
な

し
に
て「
不
採
択
す
べ
き
も
の
」

と
決
定
し
ま
し
た
。

○
陳
情
第
２
号　
『「
千
葉
県
受
動

喫
煙
防
止
条
例
の
早
期
制
定
を
求

め
る
意
見
書
」
の
提
出
を
求
め
る

陳
情
』

各
委
員
か
ら
は
、
陳
情
第
１
号
と

同
様
な
意
見

伊
橋
議
員
（
委
員
長
）「
千
葉
県

が
条
例
制
定
の
意
向
を
示
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
採
択
し
て
提
出

す
べ
き
と
思
う
。」「
12
月
定
例
県

議
会
の
一
般
質
問
に
お
け
る
担
当

部
長
の
答
弁
で
、
国
の
動
向
や
施

設
利
用
者
の
意
見
を
参
考
に
し
つ

つ
適
切
に
対
応
し
た
い
」
と
の
新

聞
報
道
が
照
会
さ
れ
た
後
、
加
え
て
条
例

制
定
を
求
め
る
陳
情
は
「
議
員
配
布
の
み

で
審
査
な
し
」
で
あ
る
、
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

※ 

採
決
を
行
っ
た
結
果
、
陳
情
第
１
号
と

同
様
に
賛
成
者
な
し
に
て
「
不
採
択
す

べ
き
も
の
」
と
決
定
し
ま
し
た
。

　平成29年第４回芝山町議会定例会の会期
中に開催された各委員会での質疑内容を報告
します。

総
務
常
任
委
員
会

         

（
陳
情
審
査
）

＆A
陳
情
２
件
を
不
採
択

 ◀ 陳情の審査を行った総務常任
委員会
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成
田
空
港
の
更
な
る
機
能
強
化
に
関
す

る
見
直
し
（
案
）
に
係
る
町
民
説
明
会
の

開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
中
、
騒
音
対
策

や
地
域
振
興
策
に
つ
い
て
学
ぶ
た
め
、
同

様
の
空
港
拡
張
工
事
に
着
手
し
て
い
る
那

覇
空
港
や
嘉
手
納
町
を
視
察
研
修
し
ま
し

た
。

　
那
覇
空
港
は
、
沖
縄
県
の
中
心
都
市
那

覇
市
の
西
南
西
の
海
岸
部
に
位
置
し
、
我

が
国
南
西
端
の
航
空
交
通
の
拠
点
空
港
で

あ
る
と
と
も
に
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心
と

し
た
地
域
に
対
す
る
南
玄
関
と
し
て
、
重

要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
47
年
５
月
の
沖
縄
本
土
復
帰
に
伴

い
米
軍
か
ら
返
還
さ
れ
て
以
来
、
国
土
交

通
大
臣
が
設
置
管
理
す
る
第
二
種
空
港
と

し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
、
那
覇
空
港
は
空

港
告
示
面
積
３
２
６
ha
、

滑
走
路
３
、０
０
０
ｍ
を

有
し
て
お
り
、
平
成
28

年
度
の
乗
降
客
数
は
２
、

０
０
３
万
人
、
発
着
回
数

は
16
万
６
千
回
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
運
用
時
間
は
、
24
時
間

空
港
で
す
が
、
月
～
土
曜

日
は
23
時
か
ら
１
時
30
分

ま
で
、
日
曜
日
は
23
時
か

ら
６
時
30
分
ま
で
は
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
為

ク
ロ
ー
ズ
。
冬
ダ
イ
ヤ
は
土
曜
日
も
夜
間

は
ク
ロ
ー
ズ
。
深
夜
便
は
主
に
貨
物
便

で
す
。

　
平
成
26
年
２
月
17
日
に
は
、
新
国
際
線

旅
客
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
供
用
が
開
始
さ
れ
た

こ
と
で
、
空
港
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上

が
図
ら
れ
、
航
空
機
需
要
が
増
加
し
、
滑

走
路
1
本
の
空
港
と
し
て
は
、
国
内
で
２

番
目
に
利
用
度
が
高
く
、
こ
の
た
め
、
将

来
の
需
要
に
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
沖
縄
の
持
続
的
振
興
発
展
に
寄
与
す

る
た
め
、
平
成
26
年
１
月
よ
り
那
覇
空
港

沖
合
に
２
本
目
の
滑
走
路
の
整
備
を
進
め

て
い
ま
す
。
供
用
開
始
予
定
は
平
成
32
年

３
月
末
で
す
。

　
日
常
的
に
発
生
す
る
航
空
機
騒
音
に
よ

る
生
活
環
境
や
サ
ン
ゴ
礁
の
移
植
等
自
然

環
境
へ
の
影
響
懸
念
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

平
成
21
年
10
月
よ
り
Ａ
Ｎ
Ａ
が
那
覇
空
港

を
拠
点
と
し
た
国
際
貨
物
事
業
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

２
本
目
の
滑
走
路
建
設
に

着
手
し
て
い
る
那
覇
空
港

米
軍
基
地
と
共
存
す
る
沖
縄

　
芝
山
町
議
会
は
、
10
月
18
日
か
ら
20
日
ま
で
の
３
日
間
、
９
名
の
議
員
が

参
加
し
て
沖
縄
県
那
覇
市
の
那
覇
空
港
や
嘉
手
納
町
の
行
政
視
察
を
行
い
ま

し
ま
し
た
。

▼ 宜野湾市の嘉数高台公園にて沖縄防衛局職員から普天間飛行
場の説明を受ける視察団（10月19日）

議員視察研修Report

用語解説
【議員視察研修】議員全体の視察研修は、
芝山議会申し合わせ事項により任期４年に
おいて隔年で２回の実施とされており、公
費負担は５万円となっています。

▲ 那覇空港の利用状況等について説明する細田
那覇空港長（10月18日）
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嘉
手
納
町
は
、
沖
縄
本
島
の
中
部
に
位

置
し
、
西
に
は
東
シ
ナ
海
を
望
み
風
光
明

媚
な
町
で
す
。
琉
球
王
朝
時
代
中
国
よ
り

甘か
ん
し
ょ藷

（
サ
ツ
マ
イ
モ
）
を
持
ち
帰
り
国
民

を
飢
餓
か
ら
救
っ
た
野
口
總
管
誕
生
の
地

で
あ
り
、
日
本
に
お
け
る
甘
藷
発
祥
の
地

で
す
。
町
面
積
の
82
％
が
米
軍
嘉
手
納
基

地
と
し
て
接
収
さ
れ
て
お
り
、
町
づ
く
り

な
ど
に
大
き
な
制
約
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
活
力
の
あ
る
元
気
な
町
づ
く
り
を
目
指

し
て
、
米
軍
嘉
手
納
基
地
か
ら
残
さ
れ
た

生
活
空
間
の
中
に
人
口
密
集
市
街
地
が
形

成
さ
れ
る
な
ど
、
人
口
の
流
出
や
少
子
・

高
齢
化
の
進
行
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し

て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
町
の
活
性
化

を
促
進
す
る
た
め
市
街
地
再
開
発
事
業
や

道
の
駅
の
開
設
、
音
楽
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

米
軍
基
地
に
起
因
す
る
騒
音
問
題
は
、

日
米
両
政
府
は
、
22
時
か
ら
６
時
ま
で
の

間
の
飛
行
は
、
米
国
の
運
用
上
の
所
要
の

為
に
必
要
と
考
え
ら
れ
る
も
の
に
制
限
す

る
こ
と
に
合
意
を
し
て
い
ま
す
が
、
同
時

間
帯
に
お
い
て
も
広
範
囲
で
環
境
基
準
以

上
の
騒
音
が
測
定
さ
れ
る
な
ど
実
効
性
の

あ
る
航
空
機
騒
音
の
軽
減
措
置
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
状
況
で
あ
り
、

ま
た
、
基
地
内
か
ら
の
航
空
機
燃
料
や

デ
ィ
ー
ゼ
ル
オ
イ
ル
等
の
流
出
、
排
気
ガ

ス
の
異
臭
等
環
境
問
題
が
あ
り
、
成
田
と

は
異
な
っ
た
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
嘉
手
納
町
の
27
年
度
一
般
会
計
歳
入
額

は
92
億
８
２
３
０
万
円
で
あ
り
、
基
地
関

係
の
収
入
は
21
億
４
８
０
万
円
と
な
り
、

22
・
７
％
で
す
。
沖
縄
県
の
県
民
総
所
得

に
占
め
る
基
地
収
入
は
５
％
で
あ
り
、
そ

の
う
ち
約
７
割
は
軍
用
地
料
と
基
地
従
業

員
の
給
料
で
す
。

　

議
会
改
革
の
取
り
組
み
も
活
発
で
あ

り
、
米
軍
嘉
手
納
基
地
を
抱
え
る
嘉
手
納

町
お
い
て
は
、
議
会
と
し
て
も
基
地
問
題

は
最
重
要
課
題
で
、
昭
和
48
年
か
ら
継
続

し
て
設
置
し
て
い
る
基
地
対
策
特
別
委
員

会
に
お
い
て
、
改
善
に
向
け
た
取
り
組
み

を
実
施
し
て
お
り
、
実
に
４
８
７
件
も
の

米
軍
基
地
関
係
の
意
見
書
・
抗
議
決
議
を

可
決
し
、
米
軍
や
国
に
要
望
活
動
を
展
開

し
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
６
月
に
議
会
基
本
条
例
を
制

定
し
、
議
会
活
動
報
告
会
、
住
民
と
の
懇

談
会
、
各
種
補
助
団
体
と
の
懇
談
会
を
開

催
し
て
お
り
、
懇
談
会
で
の
意
見
や
要
望

は
委
員
会
審
査
や
一
般
質
問
を
通
し
て
町

の
考
え
を
確
認
、ま
た
、報
告
し
て
い
る
。

　
芝
山
町
に
お
い
て
も
、
成
田
空
港
問
題

は
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
空
港
と
地
域
が

共
存・共
栄
で
き
る
芝
山
町
を
目
指
し
て
、

皆
様
の
ご
意
見
に
耳
を
傾
け
、
皆
様
に
信

頼
さ
れ
る
議
会
を
目
指
し
ま
す
。

現
実
を
受
け
入
れ
た
未
来
へ
の

一
手
は
再
開
発
事
業

▲ 嘉手納町では議会議長の他、都市整備課長や基地渉外課長らが
芝山町議会の視察を対応（10月19日）

▲ 沖縄防衛局屋上から、嘉手納飛行場を視察
　　　　　　　　　　　　　（10月19日）

▲  「ネオ・カデナ・ルネッサンス」を掲げ、町
の活性化の拠点として平成８年の構想開始
から12年間かけて完成した再開発事業。総
工費は約218億円（うち197億円が補助金）。
権利関係者は270人。設計・監理はコンサル
タント。施工は町内各分野の企業が一体とな
って実施。事業推進の実務は役場職員が全員
体制で取り組み完成させたプロジェクト。

嘉手納21世紀躍進プラン

国
と
米
軍
に
対
す
る

要
望
活
動
は
議
会
の
使
命
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10月26日　長野県原村議会視察研修

存施設の利活用に注目既

１月17日　栃木県塩谷町議会視察研修

の課題を自ら調査研究町
　平成28年３月に、「芝山町議会政務活動費の交付に関
する条例」を制定した芝山町。
　１月17日、政務活動費の制定を目指す栃木県塩谷町議
会の視察団15名が、政務活動費の調査・研究のために芝
山町議会を訪れました。
　視察日当日は、議長と副議長に加え、５つの会派から会
計担当の議員が出席。塩谷町議会からの要請により、導入
のきかっけや経過、実際の運用状況等について説明を行い
ました。質疑応答では、予定時間を超えるほど熱心な質問
が寄せられ、充実した視察研修となりました。

１月７日　芝山町成人式

なことは自分を磨く砥石嫌
　83名が成人の日を迎えた１月７日、晴れの門出を祝う
成人式が文化センターで行われました。
　昨年に続き登壇した議長は「早く嫌なことに慣れてくだ
さい。そのためには飛び込んでください。早く慣れれば嫌
なことは友達になってくれ、必ず自分の味方になってくれ
ます。目の前に現れた嫌なことは自分を磨く砥石です。」
と、社会を生き抜く心構えを伝授。二十歳の若者達に未来
を託して壇上からの挨拶を締めました。

　長野県の東南部に位置する原村（人口
7,930人）議会の社会文教常任委員会に
所属する議員ら６名が、10月26日、行
政視察に訪れました。
　視察の目的は芝山町の「子育て支援セ
ンター」と「地域包括支援センター」の
取り組み状況。人口規模などで類似した
部分の多い芝山町の福祉施策を視察した
阿部委員長は、「新しい施設の設置に
は、相当額を要することになる。それぞ
れの長所・短所を追求しながら、議会と
して執行部に対して意見具申をしていき
たい。親切丁寧な説明を頂戴し感謝して
いる」と、最後に視察団を代表してあい
さつしました。

News
＆

Topics

原村議会の視察団に説明する福祉保健課職員

壇上から、新成人を激励する戸井議長

議会会派の活動について説明する麻生議員
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11月12日　第35回芝山はにわ祭り
　来場者に感謝の気持ちを込めて、祭りのフィナーレを飾る
「もち投げ」。

11月22日　町村議会議長全国大会
　地方創生の実現をスローガンに掲げた全国大会に、日本全
国からおよそ7,000人が参加しました。

１月８日　芝山町消防出初式
　寒風の吹き抜ける町スポーツ広場で行われた出初式に、消
防団員約200名が決意新たに参加しました。

News＆Topics

11月14日　三町議会空港対策協議会

町共通の地域振興策三

　11月14日、成田空港周辺の三町（芝山町、多
古町、横芝光町）議会の議長と、空港対策委員長
ら12名が集まり「空港周辺三町議会空港対策協議
会」が、芝山町で開催されました。
　目的は成田空港の更なる機能強化（案）に対し
て、三つの町に共通する地域振興策を見出した上で
調整し、三町の議会が足並みを揃えて、国や県、空
港会社に要望書を提出しようとするものです。
　会議では、それぞれの議会から現状が報告された
後、今後の進め方についての議論が交わされ、「ま
ずは各議会において三町に共通した要望事項の取り
まとめを行うことが先決である」との申し合わせを
取り交わし「住民や町の動向を傾聴しながら対応し
ていく」ということが確認されました。

12月８日　会議録検索システム導入

会議の記録を簡単検索本

　芝山町議会の定例会と臨時会の会議記録が、町
ホームページで検索・閲覧できるようになりまし
た。会議内容の掲載は、データ作成のため会議終了
から約３カ月後となります。
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平
成
三
十
年
の
新
春
を
迎
え
、
私
た
ち

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
も
気
持
ち
を
新

た
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
さ
て
こ
の
た
び
、
表
紙
の
タ
イ
ト
ル

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、
議
会
の
広
報
で

あ
る
こ
と
が
よ
り
は
っ
き
り
と
伝
わ
る
よ

う
に
「
議
会
だ
よ
り
」
の
文
字
を
大
き
く

し
ま
し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に
手
に

取
っ
て
見
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
表
紙

の
タ
イ
ト
ル
は
も
ち
ろ
ん
、
写
真
や
中

ペ
ー
ジ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
も
工
夫
を
凝
ら

し
、
親
し
み
や
す
く
読
み
や
す
い
紙
面
づ

く
り
を
心
が
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
芝
山
町
議
会
が
目
指
す
、
住
民

の
暮
ら
し
を
第
一
に
考
え
た
「
安
心
で
希

望
に
満
ち
た
暮
ら
し
の
創
造
」
を
実
現
す

る
た
め
の
議
会
活
動
を
、
こ
れ
か
ら
も
皆

さ
ま
に
し
っ
か
り
と
ご
報
告
し
て
ま
い
り

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
表
紙
の
サ
ブ
タ

イ
ト
ル
に
は
「
明
日
へ
の
架
け
橋
」
と
い

う
言
葉
を
掲
げ
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
代
表

で
も
あ
る
十
二
名
の
議
員
に
、
町
に
対
す

る
ご
意
見
や
ご
要
望
を
お
寄
せ
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
。
本
年
も
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
編
集
委
員
一
同

My
Home Town

Episode 3

「ある日突然あなたが主役」

Ｑ�どんなきっかけで、どこから
　芝山町にやってきましたか？
　 　17年前、長男の勤める企業が町

内に移転したので、千葉市内から家
族全員でこちらに越してきたんだよ。

Ｑ芝山町の印象は？
　 　よそからやって来たからね、土地

柄に馴染むのに少し時間がかかった
けど、今では親しい人達もたくさん
いるよ。

Ｑ芝山町での生活はどうですか？
　 　竹炭サークルかぐや姫の活動や、

そば打ちの会のメンバーとして、若
竹塾や男の料理教室で講師として呼
ばれたりもするよ。

Ｑ町に望むことは？
　 　道路沿いの草や枝の管理をもっと

徹底して欲しいよね。条例を作れな
いのかなぁ。木や竹をチップにする
機械を町が購入してくれたら、道沿
いを綺麗に出来るんじゃないかな。
観光客を呼びたいならもっと見た目
を良くしたいよね。

まずは住んでる我々が気持ちよく暮ら
せることが大事なんじゃないかな。

山
やまうち

内 秀
ひで

雄
お
さん

（川津場）

Information
平成30年第１回芝山町議会
定例会のお知らせ

㈫から
㈮

３月６日
３月19日
開催予定。
議会は、どなたでも傍聴できます。
私たちに一番身近な政治を感じて
みませんか。

編

集

後

記


